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蒸気養生を伴うプレキャストコンクリートでは，適切な前養生時間の確保と最高温度保持工程以降におけるコン
クリート表層部の乾燥抑制の必要性が指摘されている。本研究では温度履歴養生条件の異なるモルタルの接水か
ら24時間までの組織形成過程について埋設鉄筋を介した超音波法および AE法にて考察した。その結果，モルタル
の硬化に伴い鉄筋と良好な付着が実現すると，超音波伝搬速度は材齢経過とともに低下することが確認され
た。また， AE法の結果から，養生槽内とモルタルの温度差によるモルタル内外のひずみ差に起因する AEは，モ
ルタル組織に悪影響を及ぼす要因である可能性が示唆された。


